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短
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春
遠
し 

│
│ 

 

自
爆
と
い
う
犠
牲
死
択
ぶ
民
か
な
し
イ
ラ
ク
の
春

は
い
ま
な
お
遠
く 

 

あ
と
い
く
つ
不
安
な
夜
を
耐
え
る
の
か
開
戦
五
年

の
バ
ク
ダ
ッ
ド
の
妻
た
ち 

 

た
だ
ひ
と
つ
の
未
知
な
る
深
い
場
所
で
あ
れ
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
拒
む
も
あ
り
て 

 

に
ぎ
や
か
に
桜
開
花
を
追
う
ニ
ュ
ー
ス
袴
田
被
告

の
再
審
に
は
触
れ
ず 

 

人
殺
め
る
具
と
な
る
な
か
れ
洋
上
の
艦
に
〝
九
条

〟
の
そ
の
声
の
届
け 

 

国
に
殉
じ
る
を
美
し
い
と
い
う
人
よ
・
記
憶
せ
よ

と
〝
沖
縄
ノ
ー
ト
〟
は
在
る
を 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
野 

和
子 
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録
者
数
を
増
や
す
の
も
方
法

の
一
つ
で
あ
る
が
、
保
護
者

や
近
隣
の
大
人
達
の
意
識
の

高
ま
り
に
よ
っ
て
〝
見
え
な

い
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
〟
が
増

え
て
い
く
事
こ
そ
、
理
想
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
昔
は
近

所
の
大
人
た
ち
が
、。
見
え
な

い
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
”
で
あ

っ
た
。
近
所
付
き
合
い
が
昔

に
比
べ
て
希
薄
に
な
っ
た
現

代
、
各
々
の
家
族
が
自
由
に

な
っ
た
代
償
と
し
て
隙
間
も

で
き
、
そ
の
隙
間
に
不
審
者

は
侵
入
す
る
。
そ
れ
を
少
し

で
も
埋
め
る
の
が
、
他
な
ら

ぬ
保
護
者
の
意
識
の
高
ま
り

な
の
だ
と
思
う
。 

 

北
上
小
校
区 

若
主
婦
達 

ン
シ
ョ
ン
の
窓
か
ら
子
供
の

姿
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
見

守
る
事
に
し
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
他
の
子
の

登
校
も
見
守
る
事
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
こ
の
位
な
ら

私
に
も
無
理
な
く
出
来
る

の
で
…
」「
犬
の
散
歩
を 

     

す
る
時
、
出
来
る
だ
け
子

供
の
下
校
に
合
わ
せ
て
い

ま
す
。
ど
う
せ
散
歩
の
手

間
は
同
じ
で
す
か
ら
」「
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
達
が

い
く
ら
頑
張
っ
て
下
さ
っ

て
も
、
隙
間
が
で
き
て
し

ま
う
の
は
仕
方
な
い
と
思 

な
に
熱
心
に
子
供
た
ち
の
安

全
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い

る
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
」「
毎
日
、
子
供
が
無
事
通

学
で
き
る
の
は
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
の
方
達
の
お
か
げ
な

ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
」

等
々
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の 

     

活
躍
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉

は
数
え
き
れ
な
い
。
ま
た
何

人
か
の
保
護
者
は
、
定
例
会

に
出
席
し
て
か
ら
少
な
か
ら

ず
変
化
が
あ
っ
た
と
言
う
。

「
今
ま
で
子
供
の
登
校
を
見

送
っ
た
事
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
は
出
来
る
だ
け
マ 

 

車
場
も
あ
り
便
利

が
良
い
。 

ご
主
人
は
多
田

恭
代
さ
ん
、熱
い
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
静
か
に
休
憩

し
て
も
ら
う
に
は

良
い
所
と
い
う
。漫

画
や
雑
誌
も
数
多

く
置
い
て
あ
る
。 

モ
ー
ニ
ン
グ
は

生
野
菜
・
ハ
ム
エ
ッ

グ
・
ト
ー
ス
ト
・
コ

ー
ヒ
ー
付
き
で
五

百
円
。軽
食
は
ピ
ラ

フ
、
カ
レ
ー
、
月
見 

 

    

ー
ル
ガ
ー
ド
の
活
躍
や
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
触
れ
た

が
、
肝
心
の
保
護
者
は
ス
ク

ー
ル
ガ
ー
ド
や
子
供
の
安
全

に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
今
回
は
、
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
定
例
会
に
出

席
し
た
保
護
者
の
何
人
か
の

感
想
等
を
ま
と
め
て
み
た
。 

 

保
護
者
が
一
様
に
語
る
の

は
、
ま
ず
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

ヘ
の
感
謝
の
意
だ
。「
台
風
の

時
に
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な

が
ら
交
通
整
理
を
し
て
い
る

姿
を
見
た
時
は
、
頭
の
下
が

る
思
い
で
し
た
」「
自
分
の
子

供
の
事
で
な
い
の
に
、
こ
ん 

 

七
号
・
八

号
の
二
回
に

渡
り
、
北
上

小
校
区
ス
ク 

平和を訴え、広島から東京・幕張メッセへ 

ピースウォークと９条世界会議 
５／４～５／６ 世界から１万人が熱い思いを込めて集う！ 

efefefefefefegef 

地
域
全
体
の
集
団
安
全
保
証

の
土
台
と
な
っ
て
き
た
」（
紛

争
予
防
国
連
会
議
（
Ｇ
Ｐ
Ｐ

Ａ
Ｃ
、
二
〇
〇
五
年
）「
各
国

政
府
は
、
日
本
の
９
条
の
よ

う
に
、
憲
法
に
よ
り
戦
争
を

放
棄
す
べ
き
で
あ
る
（
バ
ン

ク
ー
バ
ー
世
界
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
二
〇
〇
六
年
）、な
ど
。 

 

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

昨
年
の
改
憲
国
民
投
票
法
案

の
強
行
採
決
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
改
憲
の
動
き
も
強
ま 

徳
倉
一
丁
目
「
徳
倉
ニ
ュ

ー
シ
ョ
ッ
プ
」
の
店
舗
内
に

喫
茶
店
「
ラ
ポ
ー
ル
」
が
あ

る
。
出
来
た
の
は
昭
和
四
八

年
頃
、
当
時
は
店
舗
内
に
魚

屋
や
八
百
屋
な
ど
が
あ
り
、

近
く
の
買
い
物
客
で
賑
わ
っ

て
い
た
。
今
で
は
町
並
み
も

変
わ
り
、
す
ぐ
前
の
道
路
の

交
通
量
も
減
少
し
た
。
そ
れ

で
も
古
く
か
ら
の
な
じ
み
客

が
よ
く
訪
れ
る
。
何
し
ろ
値

段
が
安
い
、
コ
ー
ヒ
ー
が
三

五
〇
円
、
何
年
も
前
か
ら
値

上
げ
を
し
て
い
な
い
。 

店
の
前
に
は
四
台
分
の
駐 

今
年
五
月
四
～
六
日
、
幕
張
メ
ッ
セ
（
ほ
か
全
国
各
地
）
に
お
い
て
、
９
条
を
支
持
す
る
世

界
の
声
を
集
め
、
９
条
を
世
界
へ
と
ひ
ろ
げ
る
「
９
条
世
界
会
議
」
が
開
催
さ
れ
る
。
会
議
に

参
加
す
る
の
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
ジ
ョ
デ
ィ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
氏
を
は
じ
め
、

世
界
の
著
名
人
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
者
、
各
国
政
府
の
関
係
者
、
そ
し
て
日
本
国
内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で

活
躍
す
る
人
び
と
、
ま
た
「
９
条
を
応
援
す
る!

」
市
民
、
総
勢
一
万
人
。 

う
ど
ん
等
が
あ
り
、
何
れ
も

コ
ー
ヒ
ー
付
き
で
八
〇
〇

円
。
十
数
名
で
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
も
出
来
る
。 

 

シ
リ
ー
ズ 

街
中
の
喫
茶
店
（
５
）
徳
倉
一
丁
目
四-

一
〇 

喫
茶
店
『
ラ
ポ
ー
ル
』 

efefefefefefegef 

efefefefefefegef 

っ
て
い
る
。 

平
和
を
め
ざ
す
世
界
の

人
々
が
一
同
に
集
ま
り
、
平

和
に
つ
い
て
の
交
流
や
イ

ベ
ン
ト
で
、
世
界
に
平
和
の

ア
ピ
ー
ル
を
発
信
す
る
。
そ

ん
な
取
り
組
み
と
し
て
「
９

条
世
界
会
議
は
」
計
画
さ
れ

た
。 

    

こ
の
９
条
世
界
会
議
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
９ 

条
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
」
が
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。 

二
月
二
四
日
、
ピ
ー
ス
ウ

ォ
ー
ク
の
一
団
は
広
島
を
出

発
し
、
七
二
日
間
を
か
け
て

東
京
を
め
ざ
す
。
沿
道
で
平

和
へ
の
声
を
、
歩
く
人
、
そ

し
て
迎
え
る
人
、
多
く
の
参

加
市
民
の
一
歩
一
歩
を
集
め

な
が
ら
、
五
月
四
日
、「
９
条

世
界
会
議
」
開
催
日
に
幕
張

会
場
に
到
着
す
る
。 

   
 

四
月
十
八
日
は
沼
津
か
ら

三
島
・
日
大
ま
で
行
進
、
日

大
で
午
後
四
時
か
ら
交
流

会
。
地
元
の
人
々
に
行
進
や

交
流
会
へ
の
参
加
を
呼
び
掛 

 

   

efefefefefefegef 

い
ま
す
。
そ
の
隙
間
を
私

た
ち
保
護
者
が
少
し
で
も

埋
め
て
い
け
れ
ば
良
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
具

体
的
に
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い

る
も
の
の
、
思
い
だ
け
で
行

動
に
は
う
つ
せ
て
い
な
い
の

が
現
実
で
す
が
」
等
々
。
ス 

     

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
認
知
度
が

高
ま
る
に
つ
れ
、
保
護
者
の

意
識
も
少
し
ず
つ
変
化
し
て

い
る
よ
う
だ
。 

 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
課
題

の
一
つ
〝
隙
間
な
く
子
供
の

安
全
を
見
守
る
〟
と
い
う
こ

と
。
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
登 

日本の青空上映会 
５月１０日（土） 
①１４時～ ②１８時３０分～ 

三島市民生涯学習センター 
３F講義室 

一般：１０００円、 高校生：５００円 
主催：「日本の青空」上映実行委員会 
後援：三島市教育委員会 
お問合せ：福尾正夫 ＴＥＬ 055-975-1349 

楽々パソコン教室のご案内 
毎週水曜日 夜 

生涯学習センター 
５Ｆ（パソコン室） 

午後７時～８時半 
月４千円、１回1000円 
【個別指導対応】 

ワード、エクセル、デジカメ、 

画像処理、ホームページ作成等 

連絡先：055-986-1301（勝俣） 
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去
る
三
月
三
一
日
、
成
真

寺
で
〝
憲
法
塾
〟
の
塾
長
、

伊
藤
真
さ
ん
の
講
演
会
が
あ

っ
た
。
雨
の
降
る
中
、
老
若

男
女
百
人
を
越
す
聴
衆
の
参

加
が
あ
り
、
た
い
へ
ん
賑
わ

っ
た
。
専
門
家
と
あ
っ
て
話

の
内
容
も
大
変
分
か
り
や
す

く
、
憲
法
な
ど
と
い
う
か
た

苦
し
い
問
題
は
、
日
頃
余
り

口
に
し
な
い
我
々
庶
民
で

も
、
聞
け
ば
な
る
ほ
ど
、
そ

う
い
う
訳
か
と
感
じ
入
る
内

容
で
あ
っ
た
。
伊
藤
さ
ん
は

元
弁
護
士
、
憲
法
の
問
題
に

の
め
り
込
み
、
弁
護
士
を
廃

業
し
て
、
今
、
法
律
家
を
目

指
す
人
向
け
の
塾
を
開
い
て

い
る
。 

 

 

三島児童文学を語る会 ３５２回 

４月例会のお知らせ 
日時：４月２６日（土） 

１３時３０分～１６時３０分 
（いつもどおり第四土曜日です） 

場所：三島市大社町防災センター 研修室 

テキスト 「氷の国の春」 
小出正吾文学全集④ P２１ 
資料提供・講師 根橋 章 
事務局 小嶋利信 堀川尚子 山口当子 

 

私のコレクションを観に来ませんか、 
販売も致します。 
人間国宝作品もあります！ 
（東海登山バス）市内循環・夏梅木経由 
つつじが丘上バス停から１０秒 

 

話
し
の
中
で
一
番
印
象
に

残
っ
た
の
は
国
家
と
国
民
の

関
係
で
、
一
般
の
法
律
は
社

会
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め

国
民
の
自
由
を
制
限
す
る
も

の
、
し
か
し
憲
法
は
国
家
権

力
を
制
限
し
て
、
国
民
の
人

権
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
こ
と
。
目
か
ら
う
ろ
こ

の
落
ち
る
思
い
で
あ
っ
た
。 

ロ
タ
、
普
天
間
か
お
り 

な

ど
な
ど
。 

第
三
部
十
九:

〇
〇
～
二
十

一:

〇
〇
音
楽
ラ
イ
ブ
出
演
は

Ｕ
Ａ
、
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
、

原
田
真
二
、
加
藤
登
紀
子
。 

五
月
五
日
は
、
国
際
会
議

場
で
分
科
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
自
主
企
画
。 

五
月
六
日
は
最
終
イ
ベ
ン

ト
。
参
加
費
は
一
日
、
千
円
、

当
日
は
千
五
百
が
必
要
。 

efefefefefefegef 

TEL 
986-0445 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
活
躍
に
思
う 

今
、
保
護
者
の
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と 

け
て
い
る
。 

 

十
九
日
は
三
島
か
ら
駿
河

療
養
所
ま
で
の
コ
ー
ス
約
十

七
キ
ロ
を
行
進
。
二
〇
日
は

御
殿
場
平
和
公
園
に
向
か

い
、
二
十
一
日
は
再
び
三
島

に
折
り
返
し
て
成
真
寺
に
宿

泊
、
二
十
二
日
に
箱
根
越
え

で
神
奈
川
県
に
入
る
予
定
。 

   

五
月
四
日
、
全
体
会
は
、

幕
張
メ
ッ
セ
七
千
人
規
模
の

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
、 

第
一
部 

十
三:

三
〇
～

十
五:

四
五
「
世
界
の
希
望
と
し

て
の
９
条
」、
司
会
は
、
落
合
恵

子
氏
。
基
調
講
演:

マ
イ
レ
ッ

ド
・
マ
グ
ワ
イ
ヤ
（
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受
賞
者
） 

 
徳倉小 

 

喫茶ラポール 

 

こ
の
「
９
条
世
界
会
議
」

は
、「
九
条
の
会
」「
憲
法
行

脚
の
会
」「
９
条
連
」
な
ど

の
枠
を
超
え
て
幅
広
い

人
々
が
呼
び
か
け
人
に
名

前
を
連
ね
て
準
備
が
始
ま

っ
た
。 

 

「
９
条
世
界
会
議
」
の
呼

び
か
け
人
に
は
、
広
島
平
和

研
究
所
所
長
の
浅
井
基
文
、

歌
手
の
加
藤
登
紀
子
、
経
済

同
友
会
終
身
幹
事
の
品
川

正
治
氏
な
ど
約
三
〇
人
が
、

ま
た
日
本
実
行
委
員
会
の

共
同
代
表
は
、
池
田
香
代
子

（
翻
訳
家
）、
新
倉
修
（
日

本
国
際
法
律
家
協
会
会

長
）、
吉
岡
達
也
（
ピ
ー
ス

ボ
ー
ト
共
同
代
表
）
の
三

人
。 

 

今
、
世
界
で
は
日
本
の
憲

法
９
条
を
評
価
す
る
声
が

高
ま
っ
て
い
る
。「
各
国
議

会
は
、
日
本
の
憲
法
９
条
の

よ
う
な
戦
争
を
禁
止
す
る

決
議
を
採
択
す
べ
き
で
あ

る
」（
ハ
ー
グ
平
和
会
議
、

一
九
九
九
年
）「
日
本
国
憲

法
９
条
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋 

「世
界
会
議
」の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト 

９
条
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク 

「沼
津
・三
島
・御
殿
場 

 

四
月
十
八
日
～
二
十
一
日 

 

12:30 沼津駅南口、パレットで昼食

13:30
沼津駅南口を出発、１号線を通り、黄瀬川で旧道を
通り三島広小路に向かう

16:00 日大国際学部で交流会
18:00 広小路リベラで夕食、宿泊
8:30 リベラ出発、桜堤生協店で休憩

11:30 裾野市役所前で昼食
15:00 駿河療養所到着、夕食、宿泊
8:30 駿河療養所出発、

13:00 御殿場平和公園到着、昼食、
（午後は休息日）温泉入浴、夕食、
日本山妙法寺道場宿泊

8:30 日本山妙法寺道場出発
（途中、車で移動）

11:30 昼食は裾野（不動の滝）

15:30 三島成真寺、湯郷三島で入浴、夕食、交流会、宿泊
4/22（火）

8:30
成真寺より箱根越え、元箱根聖パウロ修道会に宿
泊予定約21km

沼津・三島・裾野・御殿場　ピースウォーク日程

4/18（金）

4/19（土）

4/20（日）

4/21（月）

３／２３京都市街を行進する一団 

９
条
世
界
会
議 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

第
二
部
十
六:

〇

〇
～
十
八:

三
〇

世
界
か
ら
の
ス
ピ

ー
チ
と
、
音
楽
を
交

互
に
、
司
会
は
、

堤
未
果
・
川
崎
哲 

出
演
は
、
亀
淵
友

香
（
湯
川
れ
い

子
）、
エ
マ
ニ
ュ

エ
ル
・
ボ
ン
バ
ン

テ
、
ナ
タ
ー
シ
ャ

グ
ジ
ー
、
高
橋
竹

山
、
ベ
ア
テ
・
シ

 
 

 

伊
藤 

真 

講
演
会 

 
 

in
成
真
寺 

３／３１ 

パソコン教室のご案内 
４月より開きます 

 毎水曜日 午前１０時半から１２時 
   １回 １時間半（１０００円） 
   １ケ月４回 ４０００円 
会場：徳倉884-4二宮コーポ101 

堀事務所 
お問合せ：ＴＥＬ：055-988-1926 
     携帯：090-009-3640  堀まで 

ワード、エクセル、ホームページ、画像処理、自宅サーバーの
立上げ支援等、ＰＣ修理の相談も受け付けます。 

あ
や 

ふ
ね 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 


